
秋田県の重点 児童の実態
南の重点 保護者の願い

地域の要請大仙市の重点
共 創 考 開 社会の変化

○神岡プランの推進 ○交流活動等

基礎となる力（心力・体力）
①元気な挨拶・返事・歌声・拍手を響かせる。
②生徒指導実践上の視点（自己存在感の感受､共感的
な人間関係の育成､自己決定の場の提供､安全･安心な
風土の醸成）を生かした授業づくりを推進し、学び
の充実感や自己肯定感を高める。

③話合いや自治的活動を重視し、学級活動や縦割り
班活動、行事等を通して「人間関係形成」「社会参
画」「自己実現」の視点で資質･能力を育てる。

④いじめ･不登校の未然防止と早期対応を徹底する。
個性や多様性を尊重する態度を育てる。

⑤素早く情報収集（欠席･遅刻･早退等）し、迅速に
対応する。

①早寝・早起き・朝ご飯で元気に登校し、生き生きと
学校生活を送ることができるようにする。

②外遊びやランニング、徒歩通学の励行等により、体
力の向上を図る。

③交通安全指導、避難訓練を実施し、安全意識を高
める。

④感染症、食中毒等の予防に努める。
⑤情報通信機器の望ましい使い方の指導を継続する。

活かす力
（地域力）

①地域で明るく元気に
挨拶をする。

②地域行事等には、
積極的に参加、協力
する。

③地域を知り、地域の
よさを発信する。

○多様性を認め合いながら他者と関わる活動
○教室・授業のユニバーサルデザイン化 等

継続性を重視した

園・小・中連携

共生社会を目指した

特別支援教育の充実

学ぶ力（知力）

①各教科、領域で
神岡地元学を推進する。
（キャリア教育、ふるさと教
育を含む）

②「主体的・対話的で深い
学び」の実現に向けた
授業改善を推進する。

・各教科の見方・考え方の
育成
・話合い活動の重視と、効
果的な話合いを通じた深
い学びの実現
・個別最適な学びと協働的
な学びの一体的な充実
・外国語の指導の充実
・学習規律（机上整理、話
の聞き方 等）
・基礎テスト、単元テストに
つながる家庭学習

シンプルなことを

最大限に

私は変わる みんなと変わる 未来を変える
～ あったかランド 神岡笑楽校 ～

魅力ある学校づくり
～コミュニティ･スクール制度による担い手育成～

安全・安心を基盤に、子どもたちが日々の授業で学び
の充実感を感じるとともに、行事や体験活動等を通し
て、主体性や高い志を育むことができる学校

令和６年度 神岡小学校 学校経営グランドデザイン

学校経営目標

学校教育目標

目指す学校像

①児童の安全・安心を最
優先する学校

②大きな夢やチャレンジ
精神、高い志が育つ学校

③健やかな心身、未来を
豊かにするための学力
が育つ学校

目指す児童像

①思いやりの心をもち、助け合う
子ども ～やさしく～

②健康や安全に留意し、進んで
体を動かす子ども～たくましく～

③進んで学び、よく考え、自分
の考えを表現する子ども

～かしこく～
④家族や地域を愛し、貢献しよ
うとする子ども

目指す教職員像

①児童理解に努め、子どものよ
さを引き出し、伸ばす教師

②保護者や地域社会の負託に応
える教師

③向上心をもち、日々研鑽に努
める教師

④学校経営に参画し、改善提案
ができる教師

育成を目指す資質・能力 「学びに向かう力・人間性等」「生きて働く知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」

ＰＤＣＡサイクルによる
きめ細かな評価・改善活動 → → → → →

年度当初

Ｐ
前期前半

Ｄ
夏期休業

Ｃ
前期後半・後期前半

Ａ
冬期休業

Ｃ
後期後半

Ａ ・ Ｐ

学校経営グランドデザインの具体策

テーマ 地域社会とともにある神岡小学校の充実・深化
－コミュニティ・スクール制度による担い手育成－

テーマ実現のための５策

取組の視点 取組目標（○）・到達指標（→）

○「神岡地元学」の実施により、大きな夢や挑戦心、郷土愛、社会参加、地域
貢献の意識を向上させます。

１ 心力 →県学習状況調査質問紙の「将来の夢や目標をもっている」、「人の役に立つ人
◇ふるさと・キャリア教 間になりたい」、「地域のためになる活動に進んで取り組みたい」を、県平均以上
育等の推進による高い にする。
志・公共の精神・郷土 ○生徒指導実践上の視点（前ページ「基礎となる力②」参照）を生かした授業
愛の育成 づくりや、道徳､特別活動（学級活動､児童会活動､縦割り班活動､学校行事等）

を通して、自己有用感や自己肯定感、思いやり、生命尊重の心を高めます。
→県学習状況調査質問紙の「自分にはよいところがあると思う」を、県平均以上に
する。また、「学校が楽しい」「友達関係に満足している」「人が困っているときは
進んで助けている」「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思う」を、
２回目のアンケートの肯定的回答率が、１回目を上回るようにする。

○あったか言葉やあいさつの輪を全校、地域へ広げます。
→２回目のアンケートの肯定的回答率が、１回目を上回るようにする。

２ 体力 ○早寝・早起き・朝ご飯の生活習慣を徹底します。
◇適切な運動・食事・睡 →朝食の摂取率を県平均以上にする。
眠による体力・運動能 さわやか健康チェックを実施し、より健康的な生活習慣の確立につなげる。
力の向上と健康の保持 ○体力・運動能力、健康に関する知識を身に付けさせます。
増進 →体力づくり、健康づくりを全校一斉に取り組む。

○各教科の基礎・基本の徹底を図り、それを土台として各教科の見方・考え方
３ 知力 を働かせ、「主体的・対話的で深い学び」を充実させます。
◇「主体的・対話的で →県学習状況調査の平均正答率(４～６年各教科の平均正答率)を、県平均以
深い学び」の充実に 上にする。
よる思考力・判断力・ ○学習意欲を向上させます。
表現力等の育成 →県学習状況調査質問紙の「勉強が好きだ」、「勉強は大切だ」を県平均以上

にする。

○「学校運営協議会」や「地域学校協働活動本部」「学校ボランティア」など、
保護者や地域の皆様が教育活動に参画する体制を強化するとともに、本校児
童が関わる地域貢献の体制を整備します。

４ 地域社会に開かれた学 ○より実効性の高い学校評価を行います。
校づくり ○平和中、すくすくだけっこ園との連携を積極的に行います。

○Ｊｉｎｇｕｊｉキャンで～ず、スクールバンド部、和太鼓クラブ等による賑
わい創出活動を行います。

○ホームページやチラシ等で学校情報を積極的に発信します。

○いじめ・不登校が起こりにくい学級づくりを徹底します。
○学び・教えのガイドライン「神岡健やかプラン」、「神岡スタンダード」によ
り、授業の進め方や学習のしつけを小・中共通実践します。

５ 実践的な指導力のある ○「家庭学習の手引き（児童生徒版・保護者版）」の活用により、家庭学習の
教職員づくり 励行・支援を行います。

○県学習状況調査の結果分析をもとにしたフォローアップを定期的に実施します。
○今求められている教育（GIGAスクール構想、外国語など）に適切に対応する
ため、授業改善研修を充実させます。

○学校経営グランドデザイン具体策と人事評価の連動により目的意識を高め、
職員の士気や一体感（チーム神岡）を高めます。


